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は
じ
め
に

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
堂
々

第
1
位
で
あ
り
、
が
ん
の
中
で
は
肺
が
ん

が
ト
ッ
プ
で
、
第
2
位
が
胃
が
ん
（
約

12
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
1
ａ
，ｂ
：

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
・
が
ん
情
報

サ
ー
ビ
ス
）。
今
か
ら
、
胃
が
ん
と
く
ち

の
中
の
細
菌
叢
に
つ
い
て
、
4
つ
の
情
報

を
提
供
い
た
し
ま
す
。
皆
様
は
そ
の
先
を

ど
の
よ
う
に
推
察
す
る
で
し
ょ
う
か
。
一

度
考
え
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

情
報
①‌�

胃
が
ん
患
者
の
胃
か
ら
95
％
以

上
で
ピ
ロ
リ
菌
（H

elicobacter 
pylori

）
が
検
出
さ
れ
る
等
の
報

告
よ
り
、
１
９
９
４
年
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は

ピ
ロ
リ
菌
を
胃
が
ん
の
『
確
実
な

発
が
ん
因
子
』
と
認
定
し
ま
し
た

（
図
2
）。

情
報
②‌�
胃
が
ん
患
者
の
く
ち
か
ら
は
、
ピ

ロ
リ
菌
が
高
頻
度
で
検
出
さ
れ
る

が
、
く
ち
の
ピ
ロ
リ
菌
は
培
養

が
困
難
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
に
よ
る
検

索
結
果
（
検
出
率
）
で
は
0
〜

１
０
０
％
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

情
報
③‌�

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治
療
の
成
・
否

は
胃
の
み
が
評
価
対
象
で
、
1
次

除
菌
の
成
功
率
は
60
〜
80
％
、
2

次
除
菌
の
成
功
率
は
概
ね
70
〜

90
％
で
、デ
ン
タ
ル
プ
ラ
ー
ク（
バ

イ
オ
フ
ィ
ル
ム
）
は
、
対
象
外
で

あ
る
。

情
報
④‌�

く
ち
に
は
湿
重
量
で10

11

〜12

／
ｇ

の
デ
ン
タ
ル
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
細

菌
が
常
在
細
菌
叢
を
形
成
し
て
お

り
（
図
3
）、
細
菌
の
増
量
／
細

菌
叢
の
変
化
（
病
原
性
化
）
等
に

よ
り
う
蝕
（
む
し
歯
）
や
歯
周
病

が
発
症
す
る
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
読
者
の
皆
様
な

ら
ど
の
よ
う
に
こ
の
先
を
推
察
す
る
で

し
ょ
う
か
。

　

我
々
は
、
ピ
ロ
リ
菌
は
健
康
な
人
（
健

常
者
）
の
く
ち
に
も
あ
る
程
度
の
頻
度
で

生
息
し
、
胃
の
ピ
ロ
リ
菌
の
隠
れ
家
と
し

て
機
能
し
て
お
り
、
精
度
の
高
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ

の
手
法
を
開
発
す
れ
ば
、
口
腔
ピ
ロ
リ
菌

の
分
布
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
臨
床
研
究

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
く
ち
で
は
休
眠
状
態

（V
iable not Culuturable

）
で
あ
る
為
、

Coccoid form

に
変
化
し
て
お
り
培
養
法

で
は
同
定
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
く
ち
の
ピ
ロ
リ
菌

の
検
出
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
を
応

用
し
た
分
子
生
物
学
的
手
法

や
抗
原
・
抗
体
反
応
並
び
に

酵
素
活
性
測
定
法
等
が
応
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
風
に

言
え
ば
、CO

V
ID
-19

（
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）
の
検
出
と

類
似
し
て
い
る
と
い
う
事
に

な
り
ま
す
。

口
腔
ピ
ロ
リ
菌
の
闇
に
迫
る

�

―
万
病
の
始
ま
り
は
く
ち
か
ら
か
？

新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
　
口
腔
健
康
科
学
講
座
　
う
蝕
学
分
野
教
授

�

野 

杁 

由
一
郎

図 1 a．日本人死亡原因（2019年） 

図 1 b．‌�日本人の各種がんによる死亡割合（%）（2019年） 

図 2 ．‌�ピロリ菌の感染の有無による胃がんの発生率

図 3 ．細菌が住み着く生体内の部位とその数
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研
究
の
背
景
と
概
要

　

ピ
ロ
リ
菌
が
胃
を
至
適
生
息
部
位
と
し

て
感
染
す
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す

が
、
そ
の
感
染
経
路
に
つ
い
て
は
幼
少
期

に
①
く
ち‒
く
ち
、
②
糞
便
、
あ
る
い
は

③
上
部
消
化
管‒
口
腔
に
感
染
し
、
持
続

感
染
す
る
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
が
不
明

な
点
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
従
来
の
科

学
的
根
拠
を
も
と
に
、
各
部
検
体
を
対
象

に
ピ
ロ
リ
菌
感
染
診
断
法
が
開
発
さ
れ
、

各
種
診
断
キ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
く
ち
の
検
体
を
標
的
と
し
た
診
断
／

検
出
キ
ッ
ト
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
以
上

の
背
景
を
踏
ま
え
、
く
ち
を
ピ
ロ
リ
菌
の

リ
ザ
ー
バ
ー
（
貯
蔵
場
所
：
隠
れ
家
）
と

捉
え
る
斬
新
的
な
視
点
に
立
っ
た
ピ
ロ
リ

菌
感
染
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
須
と
考
え

ま
し
た
。

　

着
目
し
た
の
は
、
通
常
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
に
比

べ
て
高
い
特
異
性
で
目
的
遺
伝
子
を
増
幅

で
き
、
さ
ら
に
遺
伝
子
を
よ
り
多
く
増
幅

で
き
る
ネ
ス
テ
ッ
ド
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
で
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
を
少
し
改
良
し
簡
便
に
通
常
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

の
特
異
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
検
出

方
法
の
応
用
で
し
た
。

　

本
研
究
は
、
新
潟
大
学
倫
理
審
査
委
員

会
に
申
請
承
認
後
実
施
し
ま
し
た
（
承
認

番
号2017-0150

、2019-0220

）。Single 
PCR

は16S rRN
A
, vacA

お
よ
びureA

を
標
的
遺
伝
子
と
す
る
プ
ラ
イ
マ
ー

（EH
C, V

ac-A

お
よ
びU

reA

）
を
用
い

ま
し
た
。
ネ
ス
テ
ッ
ド
Ｐ
Ｃ
Ｒ
は
、
Ｅ
Ｈ

Ｃ
を
用
い
た
増
幅
産
物
を
鋳
型
と
し
て
Ｅ

Ｈ
Ｃ
の
内
部
領
域
に
位
置
す
る
プ
ラ
イ

マ
ー
（ET

-5

お
よ
びEN

-3

）
を
用
い
ま

し
た
⑴
。SinglePCR

法
で
は
88
口
腔
試

料
中
2
試
料 

（
検
出
率
：
2
・
3
％
）
で

陽
性
で
し
た
が
、
応
用
し
た
ネ
ス
テ
ッ
ド

Ｐ
Ｃ
Ｒ
で
は
32
／
88
で
陽
性
反
応
が
み

ら
れ
（
検
出
率
：
36
・
4
％
）、
さ
ら
に

H
. pyloriN

CT
C11637

株
と
１
０
０
％
の

相
同
性
を
示
し
、
応
用
し
た
ネ
ス
テ
ッ
ド

Ｐ
Ｃ
Ｒ
は
極
め
て
特
異
性
の
高
い
検
出
方

法
で
し
た
。
各
部
口
腔
試
料
の
部
位
別
検

出
結
果
を
表
1
に
示
し
ま
し
た
⑵
。
前
歯

部
で
有
意
に
高
い
割
合
で
検
出
さ
れ
、
さ

ら
に
、
感
染
歴
が
有
る
患
者
で
は
、
80
％

（
12
／
15
）
の
高
率
で
検
出
さ
れ
、
感
染

歴
無
し
患
者
の
検
出
率
27
・
4
％
（
20
／

73
）
と
比
べ
有
意
差
を
認
め
ま
し
た
⑵
。

年
齢
別
で
は
、
若
年
層
（
24
〜
34
歳
）
で

は
21
・
4
％
（
6
／
28
）
で
し
た
が
、
中

年
層
（
35
〜
64
歳
）
で
は
48
・
3
％
（
14

／
29
）、
高
齢
層
（
65
〜
91
歳
）
で
は

38
・
7
％
（
12
／
31
）
が
く
ち
か
ら
ピ
ロ

リ
菌
が
検
出
さ
れ
、
く
ち
の
常
在
細
菌
と

類
似
し
た
検
出
率
を
示
し
ま
し
た
⑵
。

舌
苔
：‌�

舌
背
上
に
付
着
し
た
灰
白
色
の
偽

膜
用
沈
着
物
。
舌
苔
の
成
分
に
は

細
菌
、
脱
落
し
た
上
皮
細
胞
、
歯

肉
溝
浸
出
液
か
ら
の
白
血
球
等
の

血
液
成
分
、
食
物
残
渣
な
ど
の
混

合
物
が
含
ま
れ
る
。

研
究
の
成
果
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

【
本
研
究
成
果
の
ポ
イ
ン
ト
】

・‌‌�

本
研
究
で
開
発
し
た
ネ
ス
テ
ッ
ド
Ｐ

Ｃ
Ｒ
法
は
、
プ

ラ
ー
ク
バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
細
菌

１
０
０
万
菌
体

中
に
１
菌
体
の

ピ
ロ
リ
菌
が
存

在
す
れ
ば
検
出

可
能
で
あ
り
、

口
腔
ピ
ロ
リ
菌

を
高
い
感
度
で

検
出
で
き
る

と
考
え
ら
れ
た

（
図
４
）。

・‌�

胃
に
ピ
ロ
リ
菌

感
染
歴
が
あ
る

人
、
お
よ
び
早

期
胃
が
ん
患
者
は
高
確
率
で
口
腔
に
も

ピ
ロ
リ
菌
が
存
在
し
た
。

・‌�

ピ
ロ
リ
菌
が
、
胃
と
口
腔
を
往
来
し
、

除
菌
治
療
中
は
く
ち
に
身
を
潜
め
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
、
現
在
、
同
一
被
験

者
の
胃
と
口
腔
の
ピ
ロ
リ
菌
の
遺
伝
子

の
相
同
性
を
検
索
中
で
あ
り
、
く
ち
が

ピ
ロ
リ
菌
の
リ
ザ
ー
バ
ー
で
あ
る
科
学

的
根
拠
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

謝
辞
：‌�

本
研
究
の
一
部
は
、
科
学
研
究
費

補
助
金
（19K

22704

）
の
補
助

を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
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図 4 ．使用したネステッドPCRの感度のシェーマ



公益財団法人 新潟県健康づくり財団「陽光」　令和4年4月 4

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
最
新
情
報

新
潟
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
学
教
室

�

関 

根 

正 

幸
、
黒 

澤 

め
ぐ
み
、
山 

口 

真
奈
子
、

�

工 

藤 

梨 

沙
、
安 

達 

聡 

介
、
榎 

本 

隆 

之

は
じ
め
に

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（hum

an 
papillom

avirus

：
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン

は
２
０
１
３
年
4
月
に
12‒

16
歳
の
女
性

を
対
象
に
定
期
接
種
と
な
っ
た
が
、
6

月
に
は
積
極
的
勧
奨
が
差
し
控
え
ら
れ
、

接
種
を
受
け
る
女
子
が
激
減
し
た
⑴
⑵
。

そ
の
状
況
の
中
、
よ
う
や
く
政
府
は

２
０
２
２
年
4
月
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
積
極

的
勧
奨
を
再
開
し
、
そ
の
期
間
に
接
種
を

逃
し
た
１
９
９
７
年
（
平
成
9
年
）
度
か

ら
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
度
生
ま
れ

の
女
子
へ
の
救
済
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
（
通
常
の
推
奨
年
齢
よ
り
も

高
い
年
齢
で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
）
も

同
時
に
開
始
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

る
。現
在
各
自
治
体
で
は
、キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
対
象
者
に
個
別
案
内
を
送
付
す
る

準
備
が
進
ん
で
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
著
者
ら
が
行
っ
て
い
る

N
IIGA

T
A
 ST
U
D
Y

の
デ
ー
タ
を
中
心

に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に
関
し
て

日
本
の
研
究
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と
を
レ

ビ
ュ
ー
し
、
よ
う
や
く
積
極
的
勧
奨
の
再

開
に
至
っ
た
現
在
ま
で
の
経
緯
を
解
説
す

る
。

積
極
的
勧
奨
再
開
ま
で
の
経
緯

　

積
極
的
勧
奨
が
中
止
さ
れ
て
い
た
8
年

以
上
も
の
間
、
我
々
は
新
潟
市
の
協
力
を

得
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
向
上
さ
せ
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
旦

激
減
し
た
接
種
率
は
な
か
な
か
上
昇
せ

ず
、
２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）
度
生
ま

れ
以
降
の
女
性
は
、
ほ
と
ん
ど
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
て
い
な
い
。
そ
の
間
世
界

で
は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
多
く
の
国
で
推
進
さ

れ
、
現
在
は
１
１
０
カ
国
以
上
で
接
種
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
率
の
低
下
、
前
が
ん
病
変
発

症
率
の
低
下
に
加
え
て
、
浸
潤
子
宮
頸
が

ん
の
罹
患
率
減
少
が
２
０
２
０
年
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
、
次
い
で
デ
ン
マ
ー
ク

と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
も
報
告
さ
れ
て
い

る
⑶‒

⑸
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
報
告
に
よ
る

と
（Lei et al. 2020

）、
17
歳
未
満
で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
浸
潤
子
宮
頸
が
ん

発
症
率
が
88
％
減
少
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
と
し
て
17‒

30
歳
で
接
種
を
受
け

た
女
性
で
も
53
％
の
減
少
効
果
を
認
め
て

い
る
。
本
邦
で
は
、
ま
だ
浸
潤
が
ん
の
予

防
効
果
に
関
す
る
報
告
は
な
い
も
の
の
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
率
や
前
が
ん
病
変
発
症
率
の

低
下
は
相
次
い
で
報
告
さ
れ
て
い
る
⑹‒

⒁
。

　

我
々
が
新
潟
県
で
行
っ
て
い
る

N
IIGA

T
A
 ST
U
D
Y

は
、
研
究
登
録
者

に
、
初
回
性
交
年
齢
、
性
交
経
験
人
数
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
歴
に
つ
い
て
確

認
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
は
自
己
申
告
に

加
え
て
、
自
治
体
の
接
種
記
録
か
ら
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
有
無
、
種
類
、
接
種
日
と
接

種
回
数
を
確
認
し
、
よ
り
正
確
な
情
報
を

得
て
解
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
、
性
的
活
動
性
（
初
回
性
交
年
齢
、
性

交
経
験
人
数
）
の
因
子
も
加
え
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ

2
価
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
正
確
な
ワ

ク
チ
ン
有
効
性
を
算
出
し
報
告
し
た
⑹
⒂
。

20‒

22
歳
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
2
価
ワ
ク
チ
ン
接
種

者
１
３
５
５
人
（
74
・
6
％
）
と
非
接
種

者
４
５
９
人
（
25
・
4
％
）
の
う
ち
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
者
で
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18
型
感

染
率
が
0
・
2
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

非
接
種
者
の
感
染
率
は
2
・
2
％
で
Ｈ
Ｐ

Ｖ
16
／
18
型
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
は
91
・
9
％
（p<0.01

）
と
非
常
に
高

か
っ
た
。
さ
ら
に
初
交
前
に
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
登
録
者
に
解
析
対
象
を
限
定
す

る
と
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18
型
に
対
す
る
有
効

率
は
93
・
9
％
（p=0.01

）
に
上
昇
し
、

さ
ら
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
31
／
45
／
52
型
に
対
す
る

有
効
性
は
67
・
7
％
（p=0.01

）
と
交
差

防
御
（
ク
ロ
ス
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
）
効
果

を
認
め
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
こ
の

Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18
／
31
／
45
／
52
型
に
対
す

る
効
果
を
考
慮
す
る
と
、
日
本
人
に
お
い

て
子
宮
頸
が
ん
の
80
％
以
上
に
関
与
す
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
型
を
カ
バ
ー
で
き
る
。

　

大
阪
大
学
が
中
心
に
行
っ
て
い
る

J study

で
は
、
２
０
１
３
年
4
月
～
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２
０
１
７
年
3
月
に
子
宮
が
ん
検
診
を
受

診
し
た
20‒

24
歳
の
女
性
を
対
象
と
し
、

２
４
８
２
人
の
症
例
（
細
胞
診
異
常
）
と

１
２
２
９
６
人
の
対
照
（
細
胞
診
正
常
）

の
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
い
る
⒀
。
細
胞
診

異
常
、CIN

1+

、CIN
2+

、CIN
3+

の
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
し
と
比
較
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
Ｏ
Ｒ
は
そ
れ
ぞ
れ
0
・
42

（
0
・
34‒

0
・
50
）、
0
・
42
（
0
・

31‒

0
・
58
）、0
・
25
（
0
・
12‒

0
・
54
）、

0
・
19
（
0
・
03‒

1
・
15
）
で
、
ワ
ク

チ
ン
有
効
率
は
そ
れ
ぞ
れ
、
58
・
5
％
、

57
・
9
％
、
74
・
8
％
、
80
・
9
％
で
あ
っ

た
（CIN

3+

は
症
例
数
が
少
な
く
有
意

差
な
し
）。
現
在CIN

3+

の
解
析
に
向

け
て
、
症
例
登
録
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

N
IIGA

T
A
 ST
U
D
Y

で
も
、
20‒

26
歳

の
女
性
を
対
象
に
細
胞
診
異
常
に
対
す
る

効
果
の
解
析
を
行
い
、H

SIL+

の
有
意

な
減
少
効
果
を
認
め
、
初
交
前
接
種
群
で

は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18
型
関
連
のH

SIL+

を

認
め
て
い
な
か
っ
た
（
論
文
投
稿
中
）。

　

以
上
の
よ
う
な
科
学
的
デ
ー
タ
が
議
論

さ
れ
、
厚
生
労
働
省
は
２
０
２
１
年
8
月

に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
審
議
を

再
開
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
10
月
か
ら

副
反
応
検
討
部
会
で
の
審
議
が
開
始
さ

れ
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
11
月
26
日
に
、

２
０
２
２
年
4
月
か
ら
積
極
的
勧
奨
を
再

開
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

積
極
的
勧
奨
中
止
の
影
響

　

N
IIGA

T
A
 ST
U
D
Y

で
は
２
０
１
４

年
（
平
成
26
年
）
4
月
か
ら
２
０
２
１

年
（
令
和
3
年
）
3
月
ま
で
に
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
受
診
し
た
、
20‒

21
歳
の
女
性

を
対
象
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18
型
感
染
率
の
推

移
を
解
析
し
た
⒃
（
図
1
）。
研
究
初
年

度
の
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
が
約
2
割
だ
っ
た

が
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

‒

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
に

は
8
割
を
超
え
る
接
種
率
と
な

り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18
型
感
染
率
は

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
の

1
・
4
％
か
ら
、２
０
１
５
年
（
平

成
27
年
）‒
２
０
１
９
年
（
令
和

元
年
）
は
0
・
5
％
以
下
に
減
少

し
た
。
そ
の
後
２
０
２
０
年
（
令

和
2
年
）
は
、
勧
奨
中
止
の
影
響

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
42
％
に
低

下
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18
型
感
染
率

は
再
度
1
・
7
％
に
上
昇
し
た
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
に
よ
り

一
旦
は
低
下
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18

型
感
染
率
が
、
積
極
的
勧
奨
中
止

の
影
響
を
受
け
再
度
上
昇
に
転
じ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

ま
たJ study

で
は
、
全
国
24

自
治
体
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
結
果

を
調
査
し
、
１
９
８
９‒

２
０
０
０
年
度

生
ま
れ
の
20
歳
女
性
約
１
３
１
５
万
人

の
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
と
細
胞
診

異
常
率
の
相
関
を
解
析
し
た
⒄
。
ワ
ク
チ

ン
導
入
前
世
代
（
１
９
８
９‒

１
９
９
３

年
度
生
ま
れ
）
と
接
種
世
代
（
１
９
９
４

‒

１
９
９
９
年
度
生
ま
れ
）、
停
止
世
代

（
２
０
０
０
年
度
生
ま
れ
）
の
細
胞
診
異

常
率
の
推
移
を
み
る
と
、
積
極
的
勧
奨
が

中
止
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
停
止
世
代
で
は

A
SC-U

S

以
上
の
細
胞
診
異
常
率
が
5
・

0
％
に
上
昇
し
、
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ

な
か
っ
た
と
し
て
計
算
さ
れ
た
予
測
値
に

近
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
以
上

の
よ
う
に
積
極
的
勧
奨
中
止
の
影
響
で
、

現
実
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18
型
感
染
率
の
再
上

昇
が
み
ら
れ
、A

SC-U
S

以
上
の
細
胞
診

異
常
率
も
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
、
我
が

国
の
懸
念
す
べ
き
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
有
効
性
の
持
続
期
間

　

海
外
で
最
も
長
期
の
効
果
を
報
告
し
て

い
る
の
は
、
２
０
２
０
年
に
発
表
さ
れ
た

FU
T
U
REII

試
験
の
最
終
解
析
結
果
で

あ
る
⒅
。
北
欧
4
カ
国
で
4
価
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た
16‒

23
歳
女
性
を
対
象
に
し

た
研
究
で
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18
型
に
関
連
し

た
前
が
ん
病
変
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
群
で
は

認
め
ら
れ
ず
、
有
効
率
は
１
０
０
％
で
あ

り
、
少
な
く
と
も
12
年
間
、
最
長
で
14
年

間
の
効
果
持
続
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
日
本
人
を
対
象
に

ワ
ク
チ
ン
の
持
続
期
間
を
検
証
し
た
報
告

は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
こ
でN

IIGA
T
A
 

ST
U
D
Y

で
は
、
２
０
１
９
年
度
に
新
潟

市
の
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
25‒

26

歳
（
公
費
接
種
開
始
時
に
接
種
対
象
年
齢

図１　‌�新潟市20-21歳のＨＰＶ16／18型感染率の年次推移：積極的勧奨中止の影響で感染率が再
上昇している（文献16より作図）
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で
あ
っ
た
１
９
９
４
年
生
ま
れ
の
女
性

と
、
公
費
接
種
開
始
前
世
代
の
１
９
９
３

年
生
ま
れ
の
女
性
）
を
対
象
に
、
2
価
ワ

ク
チ
ン
接
種
か
ら
約
9
年
経
過
し
た
時
点

で
の
ワ
ク
チ
ン
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18
型
感

染
に
対
す
る
長
期
効
果
の
解
析
を
行
っ

た
⑺
，
⒆
。
解
析
対
象
は
４
２
９
人
で
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
と
性

的
活
動
性
（
初
回
性
交
年
齢
、
性

交
経
験
人
数
）
の
確
認
、
自
治
体

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
の
確
認

を
行
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
者

１
５
０
人
（
35
・
0
％
）
と
非
接

種
者
２
７
９
人
（
65
・
0
％
）
を

比
較
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
Ｈ

Ｐ
Ｖ
検
査
ま
で
の
平
均
期
間
は

１
０
２
・
7
ヶ
月
（
8
・
6
年
）、

中
央
値
は
１
０
３
ヶ
月
（
92‒

１
０
９
ヶ
月
）
で
あ
っ
た
。
ワ
ク

チ
ン
非
接
種
者
で
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／

18
型
感
染
率
が
5
・
4
％
（
15

／
２
７
９
）
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
接
種
者
の
感
染
率
は
0
％

（
0
／
１
５
０
）
と
有
意
に
低
く

（p=0.0018

）、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
／
18
型

感
染
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
は
１
０
０
％
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
31
／
45
／
52
型
の
感

染
率
は
ワ
ク
チ
ン
非
接
種
者
で
は

10
・
0
％
（
28
／
２
７
９
）
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
群
は

3
・
3
％
（
5
／
１
５
０
）
と
有
意
に
低

く
（p=0.013

）、
有
効
率
は
69
・
0
％
で

あ
り
交
差
防
御
効
果
に
関
し
て
も
長
期
効

果
が
示
さ
れ
た
（
図
２
）。
積
極
的
勧
奨

が
中
止
さ
れ
て
い
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で

あ
る
が
、
12
～
16
歳
で
公
費
接
種
を
受
け

た
女
性
は
、
20
代
中
盤
の
性
的
活
動
期
で

も
長
期
的
な
効
果
を
享
受
で
き
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
に
よ
り
、
世

界
は
確
実
に
子
宮
頸
が
ん
の
排
除
に
向

か
っ
て
い
る
⒇
。
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ

れ
た
日
本
で
は
、
12‒

16
歳
の
定
期
接
種

と
同
時
に
17
歳
以
上
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
率
の
向
上
も
重
要
課
題
で
あ
る
。
国

家
的
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
導
入
に

成
功
し
て
い
る
国
々
で
も
、
定
期
接
種
に

比
べ
て
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
率
は
低
い

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
対
象
に
な
る

女
性
に
対
し
て
は
、
現
在
の
住
所
が
あ
る

自
治
体
か
ら
、
接
種
の
案
内
が
個
別
に
配

布
さ
れ
る
。
そ
の
案
内
で
問
題
に
な
る
の

は
、
日
本
に
は
国
家
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が

な
く
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
歴
は
当
時
公
費

接
種
を
行
っ
た
約
１
７
０
０
の
自
治
体
が

そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
中
学
生
や
高
校
生
の
時
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
公
費
接
種
を
受
け
た
女
性

が
、
大
学
進
学
や
就
職
、
結
婚
に
よ
り
住

所
が
変
わ
っ
た
場
合
、
そ
の
女
性
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
歴
を
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
関
す
る
本
人
の
記
憶
が
確
か
で
あ

れ
ば
、
4
回
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
る
事
態
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
が
、
当

時
中
高
生
で
あ
っ
た
女
子
の
記
憶
が
曖
昧

で
あ
る
こ
と
は
我
々
の
先
行
研
究
で
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
㉑
。

　

我
々
は
今
後
も
大
規
模
疫
学
研
究
を
継

続
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
効
果
も

含
め
て
科
学
的
デ
ー
タ
を
発
信
し
続
け
る

予
定
で
あ
る
。
加
え
て
、
医
師
会
や
内
科

医
会
、
小
児
科
医
会
の
先
生
方
、
新
潟
県

の
各
自
治
体
、
教
育
委
員
会
等
と
も
協
力

関
係
を
継
続
し
、
地
域
の
方
々
へ
の
啓
蒙

に
も
目
を
向
け
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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本
財
団
で
は
平
成
26
年
度
よ
り
、
中
学

生
に
対
す
る
が
ん
教
育
の
一
環
と
し
て
、

県
内
の
中
学
校
を
対
象
に
、医
師
か
ら「
が

ん
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
」、「
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
重
要
性
」、「
検
診
受
診

の
重
要
性
」
等
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
は
9
市
12

校
の
中
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
演
を
聴
講
す
る
前
後
で
、

中
学
生
に
ど
の
よ
う
な
意
識
の
変
化
が
見

ら
れ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

集
計
結
果
か
ら
、「
が
ん
は
早
い
段
階

で
見
つ
け
る
と
治
る
確
率
が
高
い
と
思
い

ま
す
か
」
の
質
問
に
つ
い
て
「
思
う
」
が

令和3年度
がん教育実施アンケート結果

� 有効回答数：1706人  

1
・
20
倍
、「
将
来
、
が
ん
検
診
を
受
け

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
か
」の
質
問
に「
受

け
よ
う
と
思
う
」
が
1
・
61
倍
、「
家
族

と
が
ん
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
（
話
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
か
）」

の
質
問
に
「
話
し
た
い
」
が
1
・
79
倍
と

な
り
、
本
講
演
会
の
目
的
を
達
成
で
き
て

い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
実
施
し
て

�

～
令
和
３
年
度　
が
ん
教
育
実
施
報
告
～
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本
財
団
で
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
中
学

生
に
対
し
、
将
来
の
歯
周
病
等
に
よ
る
全

身
疾
患
の
発
症
リ
ス
ク
を

鑑
み
、
歯
や
口
の
健
康
づ

く
り
の
正
し
い
知
識
を
啓

発
す
る
た
め
に
、
新
潟
大

学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研

究
科 

口
腔
健
康
科
学
講

座 

う
蝕
学
分
野
教
授
の

野
杁
由
一
郎
先
生
に
講
師

を
お
願
い
し
、「
歯
と
口

の
健
康
づ
く
り
講
演
会
」

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
講
演
を
聴
講
す

る
前
後
で
、
中
学
生
に
ど

の
よ
う
な
意
識
の
変
化
が

見
ら
れ
た
か
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

集
計
結
果
か
ら
、「
治

療
の
際
、
削
る
む
し
歯
と

削
ら
な
い
む
し
歯
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

か
」
の
質
問
に
よ
く
わ

か
っ
た
と
い
う
回
答
の
割
合
が
7
・
21

倍
、「
む
し
歯
や
歯
周
病
（
歯
肉
の
病
気
）

が
感
染
症
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

か
」
の
質
問
に
よ
く
わ
か
っ
た
と
い
う
回

令和3年度
歯と口の健康づくり講演会実施アンケート結果

� 有効回答数：437人

答
の
割
合
が
3
・
80
倍
、「
む
し
歯
や
歯

周
病
（
歯
肉
の
病
気
）
が
生
活
習
慣
病
で

あ
る
こ
と
わ
か
り
ま
し
た
か
」
の
質
問
に

よ
く
わ
か
っ
た
と
い
う
回
答
の
割
合
が

1
・
94
倍
と
な
り
、
本
講
演
会
の
目
的
を

達
成
で
き
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
実
施
報
告
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表紙画説明
大三角草（おおみすみそう）
キンポウゲ科　ミスミソウ属
　ミスミソウの1品種で、全体が大きい。葉は幅5～10㎝あり、先は鈍頭となる。
花びら状の萼片は8～10㎜ある。花の色は白、紫、紅、藍などの変化に富んでいる。
花期：3～4月。日本海側に分布。
　雪割草の名で新潟県の草花に指定されました。ただ、“ユキワリソウ”の名の
花は別にありますし、福寿草のことを雪割草と呼ぶところもあります。
　私は、山野草を主に描いていますが、植物の世界は無知で、この花の仲間に

ミスミソウ、スハマソウがありますが、違いがわかりません。近くの雪どけが進んだ山肌にもこの花が咲いてい
ました。色は白（少しピンクがかった）で、原種だと教えていただき感激でした。
� （表紙画　野の花館　外山　康雄　氏）

表紙題字　書家 大矢大拙 氏

令和 3 年度 がん検診セミナー開催報告
　新潟県の委託事業として毎年開催している「がん検診セミナー」について、今年度は「乳がん
検診セミナー」と「子宮がん検診セミナー」を開催し、医師をはじめ保健師、臨床検査技師、市
町村のがん検診関係者から多数参加いただきました。その概要についてご紹介します。

《乳がん検診セミナー》
　令和 4年 3月 9日（水）にWEBでライブ配信し、約70名から参加いただきました。
　講演Ⅰでは「乳がん検診と新型コロナウイルス感染症への対応について」と題し、新潟県労働
衛生医学協会 診療放射線技師 山﨑 薫 様から、講演Ⅱでは「乳がん検診最近のトピックス-ブレ
スト・アウェアネス・J-START第二報-」と題し、済生会新潟病院 乳腺外科部長 田邊 匡 先生に、
それぞれご講演をいただきました。
　山﨑様からは、令和 3年10月に一部改正された「がん予防重点健康教育及び、がん検診実施の
ための指針（以下、指針）」の乳がん検診に係る部分やマンモグラフィにおける新型コロナウイ
ルス感染症への対応について、日本乳癌検診学会の「乳がん検診にあたっての新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）への手引き」より受診者や検診従事者が考慮すべき点や検診時の感染防
護策などについてお話いただきました。
　田邊先生には、乳がん検診の最近のトピックスとして、40歳代の乳がん検診における超音波検
診追加の意義を検証するランダム化大規模比較試験（J-START）の第一報および第二報や指針の
改正で「自己触診」が「ブレスト・アウェアネス」に変更となったことを受けて、ブレスト・ア
ウェアネスについてもお話いただきました。J-STARTの第二報では、40歳代では乳房の構成に
関わらず、マンモグラフィ、超音波検診とも、単独では偽陰性が多く、充分な感度が得られない
ことや、マンモグラフィと超音波検診は相補的であり、併用が偽陰性対策として有効であること、
また、ブレスト・アウェアネスについては、自己触診とは一線を画す概念で「生活習慣」であり、
がんから身を守るためのより基本的な方法として普及啓発が求められるとのことでした。

《子宮がん検診セミナー》
　令和 4年 3月15日（火）〜 3月29日（火）の期間にWEBで開催し、約100名から参加いただき
ました。
　講演Ⅰでは「子宮頸がんの 1次予防（HPVワクチン）と 2次予防（検診）」と題し、新潟大学
医学部産科婦人科学教室 主任教授  榎本 隆之 先生から、講演Ⅱでは「新潟県における子宮がん
検診の状況と対策」と題し、新潟南病院 産婦人科部長 児玉 省二 先生に、それぞれご講演をいた
だきました。
　榎本先生からは、子宮頸がんとHPVについて、HPV感染しても90%の女性は 2年後には陰性
となるが、高リスクHPVに持続感染していると発がんリスクが高くなることや、国内でHPVワ
クチン接種の積極的勧奨の中止となった経緯やその後の国内でのHPVワクチン有効性の研究に
ついてお話いただきました。令和 4年 4月からHPVワクチンの積極的勧奨が再開されています
が、今後の課題として、接種対象者の接種率の増加、接種後の有害事象の診療体制の確立、接種
率が落ちた世代のcatchup接種、2回接種、9価ワクチン、男子への接種等を挙げられていました。
　児玉先生には、新潟県の子宮がん検診の状況として、検診受診者数の推移や、受診者の年齢構
成と受診歴、がん発見の年次推移や、今後の検診についてお話いただきました。
　対策型検診のがん発見は、30〜50歳の罹患数の多い年齢で、初診の方の参加が重要であること、
精検受診率は 2年間追跡し、未受診・未把握者を少なくすること、個別受診勧奨によるシステム
への移行が望まれる等とのことでした。


